
１．補助金交付福祉団体（令和５年度）                                          　        （単位  円）

補助団体名称 補　　助　　の　　目　　的 主な補助対象事業

 ひたちなか市連合 会長  1.費用弁償 15,111,850

 民生委員児童委員 中村　弘行  2.調査活動費

 協議会  

 社会福祉法人 会長  1.人件費 178,219,252

 ひたちなか市 大谷　明  2.福祉団体助成

 社会福祉協議会  3.高齢者事業

 4.ふれあい福祉活動事業

 東地区保護司会 会長  1.専門部会開催費 383,000

橋本　和雄  2.犯罪予防活動費

 3.更生援助活動費

 4.地域処遇会議費

 5.研修研究費

 6.広報費

 ひたちなか市 会長  1.相談事業 160,000

 人権擁護委員会 武子　みち子  2.啓発事業

114

補助金額
（予算額）

　法務大臣より委嘱された保護司が組織する会の活
動を補助し，保護観察活動の充実強化と犯罪予防活
動の助長を図り，もって更生保護事業の推進を図る
ことを目的とする。

　法務大臣より委嘱された人権擁護委員が組織する
委員会の活動を補助し，市民の人権思想の高揚と人
権問題等の解決を図ることを目的とする。

代 表 者 氏 名

　厚生労働大臣から委嘱された民生委員・児童委員
が組織する協議会の活動を補助し，地域の社会福祉
の増進を目的とする。

　ひたちなか市における民間福祉事業の効率的な運
営と住民参加による福祉活動を促進し，地域福祉の
増進を図ることを目的とする。



（単位  円）

補 助 団 体 名 称 補　　助　　の　　目　　的  主な補助対象事業

 ひたちなか市  会長  1.研修費

 障害児者育成会  深谷　悦男  2.事業活動費

 ひたちなか市  会長  1.研修費

 聴覚障害者協会  今井　利幸  2.事業活動費

 会長  1.事業活動費

 根本　正子

 ひたちなか市  会長  1.事業活動費

 心身障害者連絡協議会  深谷　悦男  2.事務費

 ひたちなか市 会長  1.研修費

 母子寡婦福祉会  安島  令子  2.事業活動費

 ひたちなか市  会長  1.研究研修費，2.更生援護費

 更生保護女性の会  大内　洋子  3.犯罪予防活動費

 会長  1.事務費

 軍司　　晃  2.遺族対策費

 ひたちなか市  会長  1.会議費

 ボランティア連絡協議会  小林　恵理子  2.事業活動費

　ボランティアサークル間の連絡調整及びボランティア活
動の啓発啓蒙を推進する。 200,000

360,000

101,000

　母子家庭の自立更生と生活権の確立及びその援護活動に
努める。 105,000

　婦人の立場から地域内での犯罪防止活動並びに青少年の
非行防止等の活動に努める。 86,000

1
1
5

２．社会福祉協議会を経て補助する福祉団体（令和５年度）

代 表 者 氏 名
補助金額

（予算額）

　知的障害児及び肢体不自由児等の社会参加促進及び会員
研修により，障害児の援助活動に努める。 573,000

　聴覚障害者の社会参加への援助及び手話技術により障害
の社会的理解に努める。 130,000

 ひたちなか地域家族会

　障害のある人もいない人も共に支え合って生きていける
地域づくりをめざす。家族教室や研修会を開いたり，施設
見学をしている。

80,000

　障害関係福祉６団体により組織され，各団体の連絡調整
及び障害者福祉事業の実施に努める。

 ひたちなか市遺族会

　戦没者遺族の処遇改善，遺族間相互の福利厚生の向上に
努める。


